
18広報せきかわ　2010・８月号 

《陸上大会》 

－男子－ 

�110ｍハードル 

③近　　聖太（宮前・２年） 

　　　　　　　　　記録　16秒07 

�走幅跳 

④野澤　和希（辰田新・３年） 

　　　　　　　　　記録　５ｍ56㎝ 

�走高跳 

④高井　和人（湯沢・３年） 

　　　　　　　　　記録　１ｍ45㎝ 

�三段跳 

③野澤　和希（辰田新・３年） 

　　　　　　　　　記録　11ｍ66㎝

　　　　　　　～以上県大会に出場～ 

�円盤投（県大会種目なし） 

③磯部　　晃（上関・３年） 

　　　　 記録　31ｍ91㎝　※大会新 

―女子― 

�走幅跳 

⑦近　　美里（辰田新・３年） 

　　　　　　　　　記録　４ｍ27㎝ 

�走高跳 

⑦山本　智夏（滝原・２年） 

　　　　　　　　　記録　１ｍ30㎝ 

�四種競技 

②安達ななえ（大石・３年） 

　　　　　　　　　記録　1,893点 

　　　　　　～以上県大会に出場～ 

 

 

 

 

 

《各種大会》 

�軟式野球　※県大会出場ならず 

�バスケットボール　※県大会出場ならず 

�バレーボール　※県大会出場ならず 

�ソフトテニス　※県大会出場ならず 

�剣道　※県大会出場ならず 

�柔道　男子団体　②※県大会出場 

　　　　女子団体　③※県大会出場 

　男子個人 

　60㎏級　①加藤　　聡（鮖谷・３年） 

　73㎏級　②高橋　　慎（大石・３年） 

　73㎏級　③佐藤　朋典（安角・３年） 

　90㎏超級③小池　一毅（下関・２年） 

　　　　　　　　～以上県大会出場～ 

　73㎏級　⑤加藤　裕一（鮖谷・２年） 

　女子個人 

　52㎏級　②須貝梨菜子（高田・３年） 

　57㎏級　①長谷川夏帆（下関・２年） 

　70㎏級　①佐藤　彩花（下関・３年） 

　70㎏超級②近　　千穂（上関・２年） 

　　　　　③五十嵐　優（湯沢・１年） 

　　　　　　　　～以上県大会出場～ 

下越中学校体育大会 
　　　　　　　　　　　　　＊○数字は順位・敬称略 

　今年の４月から、村上市岩船郡野球連盟に下関

クラブとして登録しました。 

　今までは、村の野球大会でしか活動していませ

んでしたが、関川村に連盟登録している野球チー

ムが無く、周りからの後押しもあり、下関のメン

バーを中心として立ち上げました。立ち上げるに

あたり、村内・村外からの野球好きの人たちも集

まり、大変活気づいています。今回出場した高松

宮杯軟式野球大会の二部では、郡市・下越予選を

勝ち進み県大会へ出場する事が出来ました。一回

戦で上越地区代表の太平洋BCに延長９回の末、

２対１で敗れてしまいましたが、今後の糧として

次の大会では県大会優勝を目指して頑張ります。 

　地域の皆様の応援よろしくお願いします。 

　　　　　　　　下関クラブ代表　石 田 幸 夫 

目指せ！県大会優勝 
村上市岩船郡野球連盟　下関クラブ 

　
梅
雨
が
明
け
、
夏
本
番
を
迎
え

た
七
月
十
八
日
、
土
沢
ふ
れ
あ
い

自
然
の
家
（
旧
土
沢
小
学
校
）
で

霧
出
大
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
霧
出
郷
の
住
民
約
二
百
人

が
参
加
。
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
で

は
各
集
落
の
区
長
も
激
走
し
、
会

場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
観
客
席
か

ら
は
「
も
っ
と
は
よ
、
走
れ
、
走

れ
」
と
夏
の
暑
さ
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
熱
い
歓
声
が
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
包
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
運
動
会
に
は
、
夏
休
み
を
利
用

し
て
関
川
村
に
遊
び
に
来
て
い
た

元
・
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協

会
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
高
橋
学
さ
ん 

（
二
十
三
歳
・
東
京
都
）
も
参
加
。

高
橋
さ
ん
は
「
子
ど
も
が
た
く
さ

ん
参
加
し
て
い
て
楽
し
か
っ
た
で

す
。
関
川
村
に
来
た
の
は
一
年
ぶ

り
で
す
が
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
霧
出
大
運
動
会
は
今
回
で
三
十

八
回
目
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

一
体
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
る
姿
が
と
て
も
頼
も
し
く
映

り
ま
し
た
。 

霧
出
大
運
動
会 

暑
さ
も
吹
き
飛
ば
す
盛
り
上
が
り
！ 
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随
想
リ
レ
ー 

77

渡辺幸樹 先生 
（関川中学校　３年担任） 

９月１日号は、関川小学校の片平敏範先生に 

バトンタッチ！ 

　
自
分
が
中
学
生
だ
っ
た
頃
、
ど
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
か
な
ぁ
と
思
い
出
し
て
み
ま
し
た
。 

　
今
か
ら
十
八
年
前
。
私
は
中
学
三
年
生
で
し

た
。
世
の
中
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

大
盛
り
上
が
り
。
受
験
勉
強
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
両
方
で
熱
い
夏
を
過
ご
し
た
記
憶
が
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
「
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
一
番

幸
せ
で
す
！
」
っ
て
セ
リ
フ
、
知
っ
て
い
ま
す

か
？
知
っ
て
い
る
方
は
先
輩
で
す
ね
。 

　「
今
ま
で
生
き
て
き
た
中
で
一
番
幸
せ
で
す
！
」

と
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も
、
毎
日
の
生
活

の
中
で
「
あ
あ
、
幸
せ
だ
な
ぁ
」
と
感
じ
ら
れ

る
こ
と
は
結
構
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
… 

　
ポ
カ
ポ
カ
お
風
呂
↓
個
人
的
に
は
バ
ブ
を
入

れ
る
の
が
好
き
な
の
で
す
が
、
子
ど
も
が
小
さ

い
の
で
最
近
は
入
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ト
ホ
ホ
。 

　
ホ
カ
ホ
カ
ご
は
ん
↓
ご
は
ん
に
良
く
合
う
お

か
ず
と
い
え
ば
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？
納

豆
？
シ
ャ
ケ
？
焼
き
肉
？
卵
か
け
ご
は
ん
？ 

　
キ
ン
キ
ン
ビ
ー
ル
↓
お
酒
は
た
し
な
む
程
度

で
す
が
、
暑
い
夏
は
ガ
ツ
ン
と
冷
え
た
ビ
ー
ル

が
お
い
し
い
で
す
。
お
酒
は
二
十
歳
か
ら
！ 

　
ブ
ン
ブ
ン
ド
ラ
イ
ブ
↓
聖
籠
町
に
住
ん
で
い

ま
す
。
通
勤
距
離
は
多
少
あ
り
ま
す
が
、
車
の

中
で
一
人
静
か
に
過
ご
す
時
間
は
格
別
で
す
。 

　
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
↓
こ
の
職
業
に
就
い
て
、
本

当
に
良
か
っ
た
な
ぁ
と
思
え
る
の
は
、
や
っ
ぱ

り
生
徒
た
ち
の
笑
顔
に
会
え
る
こ
と
で
す
。
笑

顔
の
数
に
出
会
え
た
分
、
自
分
も
成
長
し
て
い

る
な
ぁ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

　
あ
あ
、
幸
せ
だ
な
ぁ
♪ 

 

投稿 　
伊
達
正
宗
が
仙
台
で
は
な
く
米

沢
生
ま
れ
、
と
い
う
こ
と
を
知
る

方
は
少
な
い
。
永
禄
十
年
（
一
五

六
七
年
）
に
誕
生
。
天
正
十
二
年

（
一
五
八
四
年
）
十
七
歳
で
家
督

を
相
続
。
天
正
十
九
年
、
転
封
で

岩
出
山
城
に
移
る
ま
で
の
二
十
四

年
間
を
米
沢
で
過
ご
し
た
。 

 

一
　
伊
達
氏
と
関
川
村 

　
米
沢
時
代
の
伊
達
氏
は
地
理
的

な
関
係
か
ら
、
越
後
、
特
に
関
川

と
の
か
か
わ
り
が
深
か
っ
た
。 

　
政
宗
の
曾
祖
父
・
稙
宗
は
大
里

峠
を
開
削
。
こ
れ
に
よ
っ
て
米
沢

街
道
（
米
沢
で
は
越
後
街
道
）
が

貫
通
す
る
。
街
道
整
備
の
目
的
は

い
く
つ
か
あ
っ
た
。 

　
第
一
は
、
産
物
の
交
流
の
利
便

を
図
る
経
済
的
理
由
。
米
沢
か
ら

米
・
青
芋
、
越
後
か
ら
塩
・
魚
な

ど
。
第
二
は
、
越
後
・
上
杉
氏
と

の
関
係
を
密
に
す
る
政
治
的
理
由
。

第
三
は
、
領
地
と
隣
接
す
る
越
後
・

阿
賀
北
と
の
勢
力
争
い
の
た
め
の

軍
事
的
理
由
。
い
ず
れ
も
関
川
は

重
要
な
中
継
地
で
あ
っ
た
。 

 

二
　
政
宗
の
小
田
原
参
陣 

　
豊
臣
秀
吉
は
天
下
統
一
を
目
指

し
、
天
正
十
七
年
（
一
五
八
九
年
）

大
軍
で
北
条
氏
の
小
田
原
城
を
包

囲
し
た
。
し
か
し
、
秀
吉
の
再
三

の
参
陣
命
令
に
も
政
宗
は
従
わ
な

い
。
よ
う
や
く
行
動
す
る
状
況
を

「
貞
山
治
家
記
録
」
（
政
宗
の
正

式
記
録
書
）
で
知
る
こ
と
が
で
き

る
。 

 

政
宗
は
秀
吉
が
い
る
小
田
原
に
参

陣
す
る
。
供
を
す
る
の
は
片
倉
小

十
郎
以
下
百
騎
ほ
ど
。
政
宗
は
大

内
か
ら
会
津
城
に
引
き
返
す
。
さ

ら
に
米
沢
城
に
立
ち
寄
っ
た
後
、

小
国
通
り
か
ら
越
後
に
入
り
信
濃

を
経
由
し
て
小
田
原
に
向
か
う
。 

 

　
百
騎
も
の
政
宗
の
騎
馬
隊
が
米

沢
街
道
を
駆
け
抜
け
る
。
急
坂
は

馬
を
引
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の

響
き
は
迫
力
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

関
川
の
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
通
過

し
た
の
か
は
知
る
由
も
な
い
が
、

渡
邉
邸
付
近
で
人
馬
を
休
め
た
の

か
も
知
れ
な
い
。 

　
こ
こ
で
気
に
な
る
こ
と
が
二
つ

あ
る
。 

　
第
一
は
、
小
田
原
参
陣
の
と
き
、

な
ぜ
遠
回
り
に
な
る
米
沢
街
道
経

由
の
道
を
選
ん
だ
の
か
。
「
治
家

記
録
」
に
よ
る
と
、
大
内
（
会
津

の
南
）
か
ら
更
に
南
下
し
よ
う
と

し
た
が
、 

 

関
東
に
あ
る
城
は
こ
と
ご
と
く
小

田
原
の
支
配
下
に
あ
る
た
め
に
伊

達
軍
は
そ
こ
を
通
れ
な
い
、
と
の

報
せ
が
あ
る
。 

こ
と
か
ら
大
迂
回
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

　
第
二
は
、
大
内
か
ら
小
田
原
ま

で
ど
の
経
路
を
た
ど
っ
た
か
。
会

津
城
を
五
月
九
日
に
出
発
し
て
米

沢
へ
。
米
沢
街
道
を
通
り
、
関
川

を
経
て
黒
川
へ
。
次
い
で
弥
彦
・

直
江
津
を
経
て
信
濃
へ
。
須
坂
・

上
田
・
佐
久
か
ら
甲
斐
の
韮
崎
・

甲
府
を
通
り
山
中
湖
畔
を
抜
け
て

六
月
五
日
に
小
田
原
到
着
。
所
要

日
数
二
十
六
日
。
つ
い
で
な
が
ら

秀
吉
謁
見
の
と
き
、
政
宗
は
髪
を

短
く
切
り
そ
ろ
え
、
白
麻
の
陣
羽

織
を
着
た
死
装
束
で
現
れ
た
と
い

う
逸
話
が
残
る
。 

 

政
宗
、関
川
通
る 

元
関
小
学
校
教
頭 

　
大

滝

友

和

 

た
ね
む
ね 

え
っ
け
ん 


